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臨床実習を終えて   

校長  竹内 幹彦 

 

 まず初めに、今年度も当校の学生をご指導いただきました臨床実習施設の先生、歯

科衛生士の皆さま方に心より感謝申し上げます。 

 さて、皆さまもご関心があると思われます歯科衛生士教育の「３年制」もはっきり

してまいりました。結論を申しますと、平成１７年４月から平成２２年３月までの５

年間の間に３年制に移行しなければならないわけです。 

 当校といたしましては、現在のところ平成２１年４月を目途に作業を行っています。 

まず第一段階としては、来年４月までに私をはじめ教職員が全員で過去の８年間を

謙虚に反省し、それと同時に西三河の先生方、実際に現場で頑張っている歯科衛生士

の方々のご意見をよく聞いて、西三河の地域医療にとってどんな「歯科衛生士像」を

描くべきか、デッサンしているところです。 

今までの歯科衛生士教育の３つの柱はだいたい、①１年間の座学 ②6 か月の臨床実

習 ③3 か月の国家試験対策 であります。 

今後 3 年制になっても、この基本は変わらないと思います。しかしながら、ただ単

にこれを１．５倍にすればよいものでもありません。 

三河歯科衛生専門学校も、もうじき１０周年を迎えようとしています。この機会に

「3 年制」とあわせて原点に立ち返り、どんどん変化していく社会に対応すべく、「理

想の歯科衛生士像」を求めて頑張っていくつもりです。今後益々先生方にはご協力を

お願いすることがあるかと思います。よろしくお願い申し上げます。 

なお 3 年制についてご意見がございましたら、FAX 0564-48-6995 で 

お送りください。 
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【臨床実習アンケートまとめ】                                     
＊実習内容について             ＊実習施設以外での時間の使い方 
 1 期 2 期 3 期 4 期  1 期 2 期 3 期 4 期 

診療補助 57% 56% 63% 66% 実習帳記録 65% 69% 69% 73% 

予防処置 4% 6% 10% 9% 課題レポート 3% 0% 2% 2% 

保健指導 9% 7% 9% 8% 予習 2% 0% 2% 2% 

器材準備・片付け 12% 15% 5% 4% 国家試験勉強 2% 0% 0% 2% 

見学 18% 15% 13% 12% アルバイト 14% 12% 10% 7% 

その他 0% 1% 0% 1% テレビ 4% 9% 6% 4% 

外出 7% 7% 7% 6%  

 

その他 3% 3% 3% 4% 

＊ 平均勉強時間 
 開始前 1 期 2 期 3 期 4 期 

平均勉強時間 12 分 82 分 89 分 89 分 102 分 

最大勉強時間 1 時間 3 時間 3 時間 3 時間 4 時間 

 

１ 臨床実習を終えて 

（Ⅳ期臨床実習アンケートを中心として） 

「実習内容で費やした時間の多いもの」

は、診療補助、予防処置、保健指導等の

DH として患者さんに直接接する業務の

実習が、Ⅰ期から比べ順調に伸びてきて

いる。逆に、器具準備・片付けや見学は

Ⅰ期に比べ大幅に減った。 

「実習施設以外での時間の使い方」は、

実習帳記録が多いが、国家試験勉強・予

習等も合わせると、Ⅳ期では７９％が勉

強に時間をかけていたことがわかる。ま

た、アルバイトは減り生活が序々に実習

中心となっていったことがうかがえる。

平均勉強時間も期を追うごとに増えてお

り、この面でも学生の成長がみられる。 

 「臨床実習全体の感想」は、『Ⅰ期の時

は何もできず、わからないことばかりだ

ったけれど、１つの実習が終わるたびに

成長できたように思う。』、『緊張して分か

っているのにできない、そんなもどかし

さを感じながら、少しずつ自然体で患者

さんに接せられるようになっていった。』

など未熟ながらも少しずつ成長できた喜

びや、『学校の勉強で分からなかったこと

が、実際に自分でしてみると理解でき、

すごく満たされた気がした。』、『4 か所の

実習で、同じことでもいろんなやり方が

あることを知った。』など現場だからこそ

勉強できたことを述べる学生が多かった。 

 

２ 今後の主な予定   
・始業式         1／11（火）  

・第２回全国統一模擬試験  1／14（金） 

・卒業試験  1／24（月）～1／28（金） 

・臨床実習指導者会議    2／17（木） 

・国家試験        3／ 6（日） 

・卒業式          3／10（木） 


